
ANNUAL
REPORT

一般社団法人チャーミングケア

2024年7月1日−2025年6月30日

20
24



どんな子どもでも 
その子らしく過ごせるために

ご挨拶　|　一般社団法人チャーミングケア

代表挨拶

どんな状況でも、その子らしく過ごせる社会を目指して。

 チャーミングケアは、病気や障害のある子どもと家族の声に耳を傾

け、制度のすき間を埋める実践を重ねてきました。

 2024年度は、メタバース空間の独自開発と、病弱児とのオンライ

ン対話による実証実験を推進しつつ、リアル拠点でも地域イベント

や相談の場を設け、オンラインとオフラインの両面から子どもたち

の表現とつながりを支えてきました。

 これからも実践知を社会に返す仕組みを創り続けます。

[所在地] 〒563-0050　大阪府池田市新町1-4池田西山ビル1F 

[メール] info@charmingcaremall.com

[公式サイト] www.charmingcare.jp　

[TEL] 072-735-7035

サイトもしくは電話番号からご連絡ください。

一般社団法人チャーミングケア
団体概要

チャーミングケアは2018年に任意団体として発足し、2019年に法人化。病気や障害のある子どもたちのた

めの医療ケアグッズECの運営をはじめ、保護者の就労支援、研修、調査研究、広報活動を行っています。ア

ピアランスケアや復学支援にも注力し、小冊子制作、オリジナル教材の開発、メタバースワールドの構築・

運営など、子どもたちの表現と参加を支える多面的な活動を展開しています。



2024年は2023年度に構築したメタバースワールドを活用して、病気で長期間

にわたり学校をお休みしていた経験がある子どもたちを対象に、コミュニケ

ーション伴走事業「チャーミングケアブレーン」を行いました。タケダ・ウ

ェルビーイングプログラムと小林製薬青い鳥財団の助成をいただき、設備の

整備と復学支援プログラムの実証実験を行いました。

3DプリンターやゲーミングPCなどの機材を購入することができ、子どもたち

向けの交流イベントやワークショップも開催することができました。

またH2Oサンタ主催の阪急百貨店うめだ本店でのNPOフェスティバルへの出展

や池田市で地域のフリースクール「スマイルファクトリー」で学生さん向け

に授業もおこなわせていただきました。

また阪急阪神グループ未来のゆめ・まち基金にも採択していただきました。

池田市の拠点「チャーミング

ケアラボ」にて、病気を経験

した子ども向けの３Dソフト

体験ワークショップを開催し

ました。

H2Oサンタさん主催のNPOフェ

スティバルに出展させていた

だき、子どもの医療ケアグッ

ズの販売をさせていただきま

した。

活動紹介事例 交流イベント

SNSなどでもさまざまな情報を発信しています

小林製薬青い鳥財団の助成に

採択していただき、３Dプリ

ンターを購入することができ

ました。大切に活用させてい

ただきます。

設備の充実

X（旧Twitter） Facebook チャーミングケアモール

活動報告



チャーミングケアでは、病気や障害のあるお子さんの保護者の就労サポートの
一環で「お仕事」として、全国の市区町村が行なっているアピアランスケア支
援事業の実施状況をオンラインにて毎年継続調査しています。

アピアランスケア（外見ケア）に対して、お住まいの市区町村ごとに違
う助成があるってご存知ですか？

2022年より毎年夏季期間（7月ー9月）調査を重ね、3年目になりました。
3年間の推移などをプレスリリースで発信しました。
同情報に関して、全国理美容新聞に大きく取り上げていただきました。

全国市区町村アピアランスケア支援事業調査
チャーミングケアアンバサダーによる

子どものアピアランスケアに関する研修講師など  

2022年より

毎年定点調査

子どものアピアランスケアの啓発活動を2022年から本格的に行なっ
ており、2023年には「子どものアピアランスケア小冊子」を全国の
小児がん拠点・連携病院約160施設と全国の市区町村健康保険課、教
育委員会などに累計2万部を無償配布させていただきました。
2024年にはそれをふまえて、子どものアピアランスケアはどんな時
に必要かを当事者家族5組にデプスインタビューし「子どものアピア
ランスケアの先にある病弱児の復学支援について考える小冊子」を
制作。約2000部を小児がん拠点・連携病院約160施設と教育委員会
などに無償配布しました。
また、2024年度小児がん拠点病院相談員継続研修の講演をはじめと
する、各医療機関の研修でお話をさせていただく機会をいただきま
した。
*記事画像は全国理美容新聞より引用（弊社プレスリリースの転載記事）

HPのこどものアピアランスケアや復学支援、チャーミングケアアンバサダー
ページなどをリニューアル！

HPをリニューアル＋アップデートしています！
「こどものアピアランスケア」や「復学サポート」のページをよ
りわかりやすくしています。
またメタバースワールドへの入口も新設しています。
現在は内部での運用がメインになっていますが、今後はオープン
型でのイベントも開催していこうと計画しています。
また前述の全国市区町村のアピアランスケア支援事業調査の最新
情報や、小冊子のダウンロードなども行なっていただけます。

どんぐりさん



子どものアピアランスケアについて当事者家族5組にデプスインタビューを行っ
た結果、アピアランスケアが必要な場面が復学の際だということがわかってき
ました。また復学に際しての適切な配慮に関して、言語化することが難しくコ
ミュニケーションの「バグ」が起きている事が子どもたちのストレスに繋がっ
ている事も浮かび上がりました。その心のモヤモヤをほぐすためのコミュニケ
ーション伴走を行う実証実験がチャーミングケアの復学支援です。

メタバースワールドを活用した復学支援って？

チャーミングケアブレーン事業には２つの企業様より助成をいただきました。
タケダ・ウェルビーイングプログラムには2年間も伴走いただき、メタバースの
構築とプログラム制作をが可能になりました。小林製薬青い鳥財団の助成により
３DプリンターやゲーミングPCといった環境整備が可能になりました。

チャーミングケアブレーン実証実験活動報告
メタバースを活用した新しいコミュニケーション伴走

病弱児の対話支援を深めるためにペダゴギックを学び実践に活かす

TOPIX

子どものコミュニケーションを伴走するという考え方は、日本では
まだ十分に定着していません。そこで諸外国の事例を探った結果、
北欧・デンマークにおける「ペダゴー」の考え方が、対話支援に最
も適していると考え、代表・石嶋がフィーノリッケ・ペダゴーアシ
スタント資格を取得しました。子どもを対話の主体として捉える教
育的視点とケアの思想（ペダゴギック）を基盤に、1回の時間が短く
てもなるだけ定期的なコンタクトを取るためメタバースワールドを
活用して、丁寧に実践を行いました。

日本小児保健協会 学会誌「小児保健研究」にて代表石嶋の論文掲載

チャーミングケアの取組は、子どもの外見ケアとメタバースを活用したこれか
らの復学支援と題し、日本小児保健協会 学会誌「小児保健研究」に寄稿させて
いただきました。チャーミングケアで制作した「子どものアピアランスケアの
先にある病弱児の復学支援について考える小冊子」をベースに、子どもたちと
の対話の重要性や、対話による子どもたちの成長・変化などをまとめていま
す。オンラインとオフラインのイベントを通して、最初はお母さんのサポート
がないとなかなかお話しできなった子どもたちが、自分の言葉で話せるように
なる過程は、我々にとっても非常に学びになりました。
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メルマガはじめました
公式LINEお友達登録もよろしくお願いします

チャーミングケアのメールマガジンをはじめました！チャーミングケアモールでお買い物をしていただ
くか、チャーミングケアHPからお問い合わせをいただくと、自動で月に２回程度お届けします。
https://charmingcare.jp/contact　からお問い合わせください。
公式LINEもお友達募集中です！研修事業のアカウントになりますが、チャーミングケアの近況も発信し
ていますので、上記QRコードを読み込んで登録していただければ幸いです。

メディア掲載など
2024年度もたくさんのメディアに取り上げていただき
ました！ 掲載実績などはHPの「おうえんする」ページ
に集約しています。ご覧になっていただければと思いま
す。https://charmingcare.jp/support/

オンラインでの講演や研修も行わせていただきました。


